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今回、多数寄贈いただきましたのでP 6に記載させていただきました。
ありがとうございましたO
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「滋賀医大情報処理センター」をめぐって
西　山　勝　夫
コンピュータ・ディスプレイ端末(VDT)を使用する労働と健康の関連について研究している関
係上、昨年(1989年) 9月、カナダのモントリオールで開催された国際VDT労働学会に参加し
m
その際に某新聞社を訪れる機会があったが、そこでは同社の新聞記事から作り上げたデータベー
スを検索する端末のことをライブラリー・ターミナルと呼んでいた。その由縁はデータベースが同
社図書蛇で作成されていることにもあった。コンピュータの普及がそんな風に影響しているのに感
心し、滋賀医大の状況古く思いを馳せたo　というのも、筆者はVDT労働を研究対象とする一方、コ
ンピュータ利用者の一人として本学の研究・教育のための情報処理システムのあり方に大きな関心
を持ってきた.また、最近では「滋賀医大情報処理センター」創設に向けての取り組みに1委員と
して関わってきたからである。そこで、本学の情報処理環境の整備・充実に少しでも役立てばとい
う思いで、話題を提供したい。
本草では関学後間もなく情報処理教育が開始されているOその後のコンピュータ技術の著しい発
達に並行するかのように本学でも研究・教育における情報処理に関する多様な要求が急増し、その
実現にむけて様々な対応がなされてきた。しかし、それは決して十分とはいえなかった。そのよ
うなさなかの1987年9月に、全国の国立大学などに5ヶ年でパソコン教育実習設備を設置してい
くという文部省の計画が報道された。その後の調べで、上述のような教育支援の他に、研究、全国
学術ネットワーク利用、図書館業務、入試業務などを支援する研究・教育全般に関わる情報処理環
境の整備、情報処理センターの設置という姿が浮かびあがってきた。費用も大学の規模などにかか
わらず、 1校当り年間1億円前後、レンタル費用は国が全額負担というように本学の従来の対応の
規模を大幅に越えるものであり、本学における研究・教育用の情報処理システムに関する需要をか
なり解決できそうな展望を与えるものであった。この計画に応じるべく大学当局や関係者の努力が
なされ、昨春、情報処理センター新設の概算(予算)要求提出にまとまるまでに至った。
それに盛り込まれた基本構想はおよそ以下の通りであった。
1)利用者と機器のインターフェースは心身の負担になったり、発想を抑制するようなことがな
く、あくまでも研究・教育を助ける知的支援手段として使えるシステムである。
2)操作性の悪さと画一性のために研究者の気楽な利用を阻害する大型や中型のホスト・マシン
は置かず、各種ワークステーションを主体とした分散処理方式のシステムとする.
3)各種ワークステーションは、単一のメーカーにとらわれることなく、目的ごとに最適な機種
を選択する。
4)時間的・空間的制約を受けない利用を可能にするために、ローカル・エリア・ネットワーク
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を導入し、情報処理センター内のワ-クステーション群や各研究室などのコンピュータ群をつ
ォォ
5)各ワークステーションは独立した十分なスペースを持った場所に設置され、 24時間利用で
きる体制にする。
6)コンピュータ教育促進のために、全受講生に各一台の端末を提供できる体制にする。
8)情報処理センターを十分に機能させ、研究・教育に活用するために、専任あるいは併任の教
職員を配置する。
上述のような基本構想に基づき具体的な機器構成が立案された。立案に当たって、附属図書館に
ついては、図書館のミニコンと各研究室の端末とのオンライン接続設備、受け入れ雑誌の内容の画
像取り込み機能、検索用のサーバ機能の整備による本学での図書や雑誌の受け入れ情報の迅速な提
供、文献情報検索サービス利用法の教育機能の整備などの要望が出された。
こうして、ともかく最初の概算要求が提出されるまでに至ったが、情報処理センター実現のため
にはまだまだ検討されるべきことが沢山あるように思う。たとえば、基本構想が実現できるほど技
術は完成していない。メ-カー側は色よいことを言ってくるが結局自社製品を売り込むためである.
たとえ技術的には可能でも予算的に到底不可能なものもある。特に、新規の定員や建築を前提にし
た案は砂上の楼閣のどときというのが現状である。予算規模の大きさから言っても、当然全学的な
気運がなければならない。これには、コンビュ-夕により解決すべき研究・教育上の切実な課題を
抱えている当事者の状況が本学関係者にどれだけ熟知されているか、あるいはそのような当事者が
どれだけ存在するかに大いに関係するであろう。他方、健康で決適に仕事が出来る衛生学的条件と
いう視点だけから考えても、上述の当事者でないから本学の情報処理環境のあり方には無関係と済
まされない状況も生まれてくるのではないだろうか。世はまさにコンピュータ化時代であり、研究
・教育の場にもその波が押し寄せてきているからである。　　　　　(予防医学講座　助教授)
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公立甲賀病院のあゆみ
西　村　敏　夫
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環　　　境
甲賀郡は県の南部に位置し、東の鈴鹿山系から西の笠置山系に連がる山々を背にした、県下では
最も大きい広がりを持っ緑豊かな台地である。石部、甲西、水口、甲賀、甲南、土山及び信楽の7
ケ町村で構成されており、甲賀郡は"1つ"の連帯感が強い。
人口は63年度122,919人、年々増加しており企業の進出と共に住宅団地も随所に開発されて県
外からの流入人口も多く、医療に対するニーズは複雑且つ多様化している。
沿　　　革
昭和14年6月1日、旧水口町他24ケ町村の農協組合系の産業組合病院として開設され、病床数
70床、診療科目は内科・外科・産婦人科・眼科・耳鼻科及び物療科に分かれ、当時としては比較
的専門化していた。
初代院長は、樋口輝夫博士(名大卒) 、その後、幾多の設立母体の変遷があった。昭和32年5
月第二代目院長山形栄一郎博士。昭和34年7月には総合病院の承認、昭和35年甲賀郡7ケ町村
の一部事務組合国保病院として、名実共に地域中核の自治体病院としての基礎を固めた。昭和39
年従来の中央館木造を鉄筋コンクリート4階建(現在の本館)に改築した。昭和41年から44年迄
は財政再建整備団体の適用を受けた。
昭和47年4月第三代目院長　西村敏夫(京大卒)が就任した。昭和56年現石部町長服部絢夫
管理者が就任され、 59年には藤橋克己が事務長に就任し、自治体のバックアップは更に強固とな
ると共に、病院経営も漸次軌道に乗って来た。
昭和50年、再建第一期中央検査病棟を含む3階建中央館、第二期昭和52年には機能回復訓練棟
及び人工透析棟、第三期昭和56年4階建西館(放射能診断治療棟・中央手術棟を含む1 、第四期
昭和60年伝染病棟、第五期平成元年4階北館(地下1階にMRI室を含む)をそれぞれ新築した。
中央検査棟、 Ⅹ線治療診断棟、中央手術棟等は相対的に規模も大きく、高性能の機器と今後の設
備の更新も考えて特に配慮した。なお、昭和16年4月准看学校が併設され、昭和43年院内保育所
ひまわり園を開設、この院内保育所は県内の公的病院では唯一の物と思われる. 0才から就学前の
子供をあずかり、看護婦の育児のため補完的役割をしている。
¥」a^^^^^Rfl *
敷地面積　　　　15779.15 r迂
建築面積(延　　　20676.41 m2
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管理部門　　　6852.61 rrt
診療部門　　　5941.20 r迂
外来棟　　　　　　2436 rtt　　　　　　　中央検査棟　　　619.4 m2
放射線治療棟　　　840 m2　　　　　　中央手術棟　　　　414 rrf
病棟部門　　　　　7882.59 rit　　　　　病床数　　　　478床
内　　科　162　　　　　外　　科　　　60　　　　脳　　外
産編入科　　43　　　　　眼　　科　　　25　　　　耳鼻咽喉
小児科　　　35　　　　　皮膚科　　　5　　　　泌尿器科
歯　　科　　　4　　　　　結　　核　　　25　　　　伝染病
??????? ?????? ???
職　員　数　正職員　342名
医師　37名(内科10、外科　7、小児科　4、整形外科　4、産婦人科　2、放射線科　2
眼科　2、歯科　2、脳外科1、皮膚科1、泌尿器科1、耳鼻科1)
医療技術者　48名、正看102名、准看　68名、事務　41名、看護助手　20名、その他　26名、
パート職員　101名
患　者　数
昭和63年度　　　外来(1日平均　　　727.2人　　　　入院(1日平均　　　295.9人
年次推移 47年 48年 49年 50年 51年 52年 53年 54年
外 来 221 249 288 311 346 357 379 371
入 院 157 182 206 229 218 225 225 213
55年 56年 57年 58年 59年 60年 61件 62年
外 来 435 521 536 567 577 564 665 702
入 院 213 269 285 286 290 290 291 294
規模は設立当初より数倍に大きくなった。これは、設立以来50年間め医学の進歩による医療の
高度化、住民のニーズの変化に応じた病院の発展的過程を示すものである。 16科に分かれて専門
的治療を行っているが、当病院は特に中央総合検査診断センターを設置し患者の検査計画、選択、
情報の集約、診断及び伝達の一元化を計り、中規模病院として小回りのきく迅速且つ効率的な診断
治療を行っている。
63年4月、県の二次医療圏が設定され、当病院がその中核病院として位置付けされ、地域住民
を守る責任は更に重くなった。毎年外来患者は増加の傾向が見られるが、入院患者はこの数年変動
が少ない。しかし、入院患者は高度専門的治療を要する者や慢性疾患でも重症なものが決して少な
くない。質的には年々重症化しており看護・介助のマンパワーの不足を痛感している。各種の癌検
診・ドックなどの検診業務の比重が増して来ており、院内活動に加えて在宅医療の支援活動なども活発
になって来ている。国保の二次中核病院としての病院機能は福祉・保健にも色濃く広がりを見せている。
国保病院は、その設立の経緯から見て特に老人との地域密着型が多いので、域域住民とには強い
心の粋で結ばれ根づいている。高令化社会の到来を迎えて、国保施設は福祉医療の拠点として再び
注目されて来ているが、国保には心の通う医療を根底にした畜積した包括医療のノウ-ウがあり、
これをこれからの医療に大いに活用出来うることを特に強調したい。　(公立甲賀病院・病院長)
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横田敏勝(生理学第1講座・教授)
非癌性捧痛　Andersson, S 〔はか〕編
横田敏勝、壇健二郎監訳(真興交易, 1989)
高橋三郎(精神医学講座・教授)
DSM一皿-R精神障害の診断・統計マニュア
ル　高橋三郎訳(医学書院, 1988)
岡田慶夫(副学長・病院長)
わが人生論　滋賀編(中)
(文教図書出版, 1989)
龍野嘉紹(法医学講座・教授)
臓器移植へのアプローチ　日本移植学会編
(メディカ出版, 1989)
細田四郎(内科学第2講座・教授)
勝癌診療の最前線　細田四郎編
(医学図書出版, 1988)
西山勝夫(予防医学講座・助教授)
コンピュータ化のオフィスの人間工学
エティヌ・ダランジャン著
西山勝夫、中迫勝訳(啓学出版, 1989)
高橋三郎(精神医学講座・教授)
臨床時間生物学　高橋三郎〔はか」編
(朝倉書店, 1990)
三木通三(産科学婦人科学講座・非常勤講師)
京の産婦人科近代史　三木通三著
(京都産婦人科医会, 1988)
ありがとうございました。
Notes of Medical Periodicals
継　続　前　誌　　　　　　　　　　　　　　　　継　続　後　詰
Archives of orthopaedic and traumatic　　　^ Archives of orthopaedic and trauma
surgery.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　surgery. Vol. 108 ( 1989 ) -
International journal of radiation biology一一一- International journal of radiation biology.
and related studies in physics, chemistry and Vol. 54 , no. 1 (July 1988) -
medicine.
Journal of cyclic nucleotide and protein　　　> Second messengers and phosphoproteins.
phosphorylation research.　　　　　　　　　　Vol. 12 , no. 1 ( 1989 ) '-
Journal of medical education.Academic medicine: Journal of the Asso -
ciation of American Medical Colleges.
Vol.64, no.1 (Jan.1989) -
Laryngologie, Rhinologie, Otologie: Zeifsch-一斗Laryngo- Rhino- Otologie: Zeitschrift fur
rift fur Hals- Nasen- Othren- Heilkunde.　　　　　HNO- Heilkunde, Kopf-und Halschirurgie
vereinigt mit Monatsschrift fur Ohrenheil-
kunde. 68. Jahrg., Heft 1 (Jan. 1989) -
-6　-
Progress in cardiology.
Somatosensory research.
Progress in cardiology. New series.
1/1 (1988) -
Somatosensory and motor research.
Vol.6,no.1 (1988)-
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図書館の活動　(平成1.7.1平成12.31)
8/8- ll
8/21,29-　9/ 1
9/8
9/2 1
10/ 2
10/ 6
10/ 9
1 0/20
10/27
ll/6-ll
ll/15,17
12/20,21
ll/16,17
ll/19
1 1/24
ll/29
12/8
第24回医学図書館員研究集会(大阪市)
平成元年度目録システム講習会(地域講習会) (京大、神大)
JOIS医学、薬学系専門研修会(大阪市)
附属図書館委員会(第51回)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
平成元年度漢籍担当職員講習会(電算処理) (京大)
Cas Onlineユーザ一会(大阪舌)
平成元年度主題別研究集会(京大)
図書館施設に関する研究集会(黍良市)
jois-mサービスに関する説明会(大阪舌)
平成元年度漢籍担当職員講習会(初級) (京大)
JOIS一皿オンライン研修会(大阪舌)
〝
第3回国立大学図書館協議会シンポジウム
(関西地区大学セミナーハウス)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
第48回近畿地区医学図書館協議会例会(大阪府立医科大学)
IMIC公開セミナー(大阪南)
平成元年度主題別研究集会(阪大)
$4^ォ4SHSHSォ4SH^HSH^^H^M^^SHgHSサ$4SMSHSHSHSHSサ
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編　集　後　記
西山先生には、 9月にカナダのモントリオールで開催されました国際VDT労働学会に出席され、
帰国後お疲れのとれないのに原稿をお願いいたしまして申し訳なく思っています。ありがとうござ
いました。
先生は、現在学内ですすめられている情報旨理センター新設の基本構想についてふれていただき
ました。そして、図書館とのかかわりについても示していただきました。先生も書いておられます
ように、このことをきっかけに全学的な気運が盛り上がりますようお原酌＼申し上げますO小誌も少
しお役にたちたいと考えますので、読者の方の声をまっています。
公立甲賀病院開設50周年おめでとうございます。昭和14年6月、甲賀郡25町村の産業組合病
院として発足、昭和56年から現在の名前に変え、医療施設の充実と近代化をすすめられ、甲賀郡
7町の総合病院として地域に貢献されています公立甲賀病院を紹介させていただきました。西村先
生には、ど多忙のところ寄稿をお願いいたしまして申し訳なく思っています。この誌面をかりまし
て厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。
今回、はじめて図書館受入雑誌の誌名変更、教廃刊誌、新規受入等の雑誌情報を掲載いたしまし
た。今後も継続して掲載しますのでど利用ください。
一部原稿が届かず、 「さざなみNo.32」の発行が遅れました。 「さざなみ」は図書館利用者(読
者)と図書館のコミュニケーションを重点においています。
寄稿がたよりですので、今後ともよろしくお街いします。
滋賀医科大学附属図書館報『さざなみ』 No. 32 1990年1月発行
編集委員　　中川治夫・谷垣　勲・山岡尚樹
発　　行　　滋賀医科大学附属図書館　　〒520 -21大津市瀬田月輪町
TEL　0775 - 48 -2080　　　　Telex SGMLIBJ　5464-911
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